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Center for the Studies of Higher Education, Nagoya University 

講演概要 
 

ポストドクター（PD）に関する調査研究は、ど

のように政策に活用され、かつ社会的なイ

ンパクトを与えたのだろうか。 政策の根拠

となる研究（エビデンス）には、つくる（研究

成果の産出）、つたえる（研究成果の伝

達）、つかう（政策での活用）の3つの段階が

ある。国立教育政策研究所のプロジェクトと

して行われたPDの調査研究を事例に、研究

成果としてのエビデンスの政策活用プロセ

スとそのアウトカムについて検討する。 

日時： 

 2011年10月21日（金） 

 16:00～18:00 

 

場所： 

 名古屋大学 東山キャンパス 

 文系総合館7階  

 オープンホール 

 

お問い合わせ：    

 東 望歩 

   info@cshe.nagoya-u.ac.jp 

岩崎久美子氏 

（国立教育政策研究所・総括研究官） 

政策におけるエビデンスの活用：   
ポストドクターに関する調査研究の事例から 


